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論 文 審 査 結 果 の 要 旨  
本研究ではN2st喝eにある非小細胞肺癌患者35例を対象として、術前導入化学療法   
と術前導入放射線・化学療法の効果を、ERCClおよびBRCAlの2つのDNA損傷修復   
酵素の発現との関連で後方視的に解析している。結果としてERCClと術前導入化学療法   
の効果との間に負の相関があることを見出し、それ以外の治療法やBRCAlと治療反応性   
との関連性は見出せなかった。  
上記の結果は、肺癌治療法の決定に関して重要な臨床指標を見出した研究成果として価   
値ある業績と認めます。  
よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。   
